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生を受けた頃から積み上げられてきた記憶。古いものは徐々に埋もれていく。
ふとした時に埋もれている記憶を拾い上げた。何かは分からない。だが、色鮮やかであるものを私は目
にした。しかし、その記憶は拾い上げた途端に手から崩れ落ちてしまった。どこに行ったかはわらない。
今、手の中には何が残っているのだろうか。次に目にするのはどのようなものだろうか。
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作品解説

作品コンセプトの釈義
  大切な何かを失うとその穴を埋めることは困難に他
ならない。たとえ、何か代わりのものが新たに存在し
ても私たちは過去を忘れることはできないのだろう。
今の社会は大切なものを失いその穴を懸命に埋めよう
としている。欠落したものを嘆き悲しむ日々の中で時
折大切なものとの思い出が蘇る。蘇る記憶、なんとも
美しく儚いのだろう。昔の時間は返ってこない。今自
分の中にあるもので今日を生きていく。今日を歩いて
いこう。現在の自分が過去に戻り未来へ送る彫刻作品。

コンセプトの内面　

2020 年 1 月頃から徐々に流行り始め今となっては社
会の構造を再構築しなければいけない状況下まで追い
込んだ新型コロナウイルス。その中で始まった卒業制
作は自身の予想を大きく外れ、様々な面で今を維持す
ることに困難を感じた。自身の制作の構想は決まらず、
ウイルスに関する時間だけが先々進んでいき、自分は
社会的時間軸から遅れをとっているように感じていた。
コロナウイルスの影響で数多くのものが社会から姿を
消していった。コロナウイルスが関係していないとこ
ろでも今年を最後に節目を定める出来事も多くあった。
社会全体で何か大きなものを失ったように感じたのが
4 月 5 月の頃である。空いた穴や席をめぐって次々と
新しいものが社会の表側に出てきた。私は社会が早急
に新しい何かを代表するようなものを作り上げようと
しているように感じた。人々は何かにすがり付きたかっ
たのだろうか。
　このころ私は自身が歩んできた 22 年間の一部分の
思い出にふけることが多くなった。小学校のことや中
学、高校の出来事。何一つとして現在の自分とは接点
のないものについて考える時間が増えていった。思考
を回しても解決しない社会状況に対して怒りを露わに
したり、戻れない過去に戻りたいと懇願したこと。日
常的に現実逃避をする頻度が高くなっていった。
　制作のコンセプトを決めかねている時に過去の自分
の現状と社会の今の現状に似たようなものを感じた。
今自分は現状に嘆いているが、今が過去になれば今の
記憶は美しく整えられた
記憶になってしまう。また今のように嘆き悲しむ事態
が起きたらこの今の現状が美しく懐かしい思い出と
なって心に安らぎを与えるのだろう。断片的な記憶と
とめどなく流れる日常が未来の時間を作り上げると考
えると、今日は転んでも良いのだと思えるようになっ
た。


